
平成 28 年２月 12 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 平  山 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  平 山  善 一

 （コード番号：7781 東証ＪＡＳＤＡＱ）

問 合 せ 先 取 締 役 管 理 本 部 長  柴 田   寛 

 （TEL. 03-5783-3577）

 

平成 28 年 6 月期連結業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 28 年２月 12 日開催の当社取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、

平成 27 年８月 13 日に公表いたしました平成 28 年６月期（平成 27 年７月 1 日～平成 28 年６

月 30 日）の連結業績予想及び配当予想を下記のとおり修正することといたしましたので、お

知らせいたします。 

 

１．平成 28 年６月期連結業績予想の修正 

（1）平成 28 年６月期連結業績予想数値の修正（平成 27 年７月１日～平成 28 年６月 30 日） 

                                   （単位：百万円） 

 

 

 

 

売上高 

 

 

営業利益 

 

経常利益

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 10,017 430 432 253 149.97

今回修正予想(B) 9,739 124 94 41 23.47

増減額（B-A） △278 △306 △338 △212 -

増減率（％） △2.8 △71.2 △78.3 △83.8 -

（ご参考）前期実績 

（平成27年６月期） 

8,995 

 

378 380 193 141.69

 

（2）修正理由 

 アウトソーシング事業では、住設関連、食品関連分野が堅調に推移する見通しですが、主力

である医療・医薬機器分野で受注量が計画を約５％下回ること、精密機器分野の主要取引先で

は一部の商品で減産が発生し受注量が計画を約 15％下回ること、また特に中途の人材採用の競

争激化に伴い、受注に対する適正な人材採用及び人材確保と配置が進まない等による生産量の

低下に加え、外注費の増加も影響する等により、収益が悪化する見通しとなりました。この結

果、売上高は計画比 6.7％減の 85 億 19 百万円、営業利益は計画比 77.8％減となる見込みであ

ります。 

技術者派遣事業では、引き続き自動車等の輸送機器分野及び通信機器分野からの需要が概ね 

好調に推移しておりますが、前期より続く技術者の採用環境は厳しさを増し、中途採用が停滞

していること等により、収益は伸び悩む見通しとなりました。この結果、売上高は計画比 4.3％

減の 9億 8百万円、営業利益は計画比微減となる見込みであります。 

 また、当社の非連結子会社であるタイ国現地法人の HIRAYAMA THAI 並びに、その子会社 JSHR

を平成 28 年 6 月期に連結子会社にすることにより、13 百万円の営業赤字及び 2 百万円の営業

外費用を取り込む見込みであります。 



上記の結果、利益面につきましては、費用の抑制等に努めて参りますが、期初の予想より収 

益が悪化することにより、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益において

も上記の通りに修正致します。 

 

 

２．配当予想の修正 

（1）修正内容 

 
年間配当金 

 
第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想 

（平成 27年 8月 13日発表）

 円 銭 

－ 

円 銭

－ 

円 銭

－ 

円 銭 

37.34 

円 銭

37.34 

今回修正予想（普通配当） － － － 6.00 6.00 

   （上場記念配当） － － － 32.00 32.00 

今回修正予想 合計 － － － 38.00 38.00 

前期実績 

（平成 27 年 6 月期） 
－ － － 35.22 35.22 

 

（2）修正の理由 

 当社は、株主に対する利益還元を経営の重要課題の一つと考えており、事業規模の拡大及び

経営基盤の強化のために必要な内部留保を充実させるとともに、当社事業に継続して投資して

頂く株主の皆様に対して、安定した継続的な配当を実施していく観点から配当性向 25％を基本

方針としております。 

 この配当基本方針を踏まえ、当期の連結業績予想を下方修正したことに伴い、平成 28 年 6

月期末配当の 1株当たりの配当予想につきまして、普通配当 37 円 34 銭を６円に修正し、普通

配当の年間連結配当性向を 25.0％といたしました。 

 また、当社は平成 27 年 7 月 10 日に期超え上場したことを勘案し、平成 27 年 8 月 13 日に発

表しました年間配当金 37 円 34 銭のお約束を守るべく、修正しました普通配当６円に、上場記

念配当として 32 円を加え、年間配当金を 38 円として、配当予想の内訳のみを修正いたしまし

た。 

 

※ 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要

素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 


